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課題名

2５
田畑輪換による飼料作物の安定生産と輪作体系
の確立

（１）飼料作物と水稲の３年型輪換栽培法

試験研

究年次

Ｉ目的

６８～２年（完了）

分類 ①

輪換畑において、安定した粗飼料生産を行うための水稲・飼料作物の輪作
体系を確立する。

Ⅱ試験方法

１試験実施場所筑紫野市大字阿志岐（砂壌土、暗渠施工水田）
２作付体系夏作（1,3作）冬作（2,4作）５作

Ａｏ－ｽー ゲﾗｽ(ﾊﾂﾅﾂ）－ｲﾀﾘｱﾝﾗｲゲﾗｽ(ﾜtﾕﾀｶ）水稲(ﾋﾉﾋｶﾘ）
Ｂキ､､ﾆｱゲﾗｽ<ﾅﾂｶぜ） 〃 〃

Ｃソルがﾑ(P956）〃〃

Ｄｿﾙｶ､ﾑ(SILO99）一二条大麦(ｲｼﾕｸｼﾗｽ､､）〃
Ｅﾄｳﾓﾛｺｼ(P3352）一ｲﾀﾘｱﾝﾗｲゲﾗｽ(ﾜｾﾕﾀｶ）〃
Ｆﾄｳﾓﾛｺｼ(G4578）一二条大麦(ｲｼﾕｸｼﾗｽ､､）〃

３播種期６３年６月16日、６３年11月26日、１年６月２日、
1年11月10日、２年６月19日（水稲移植）

４播種方法ローズグラス、ギニアグラス散播１kg/lOa
ソルガム条間75cm条播1.5kg/10ａ
トウモロコシ７５×20cm点播6667粒/10ａ

イタリアンライグラス散播２kg/10ａ
二条大麦条間40cm条播８kg/lOa
水稲条間30ｃｍ株間20cｍ（移植）

Ⅲ主要成果の概要

麦１作一飼料作物４作一水稲１作の３年型輪換方式における飼料作物の生
産にあたっては、転作初年度の排水対策、２年度の雑草防除に留意し、適草
種を選択することにより安定収量が得られる。

１飼料作物の作付体系としては、ギニアグラスーイタリアンライグラス体
系が最も多収で、トウモロコシーイタリアンライグラス体系がこれに次ぐ
収量を得ることができる。

２飼料作物の栽培による水稲作作業上の支障は認められない。また、水稲
の生育や収量への悪影響もない。

３飼料作物の栽培により、土壌の粗孔隙、透水係数は次第に増加して、土
壌の通気性、透水性が良くなり、畑作物の栽培に適した条件になる。水田
に戻すと粗孔隙、透水係数は転換前の状態に戻り、水田機能が維持された
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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第１表各作付体系の乾物収量（単位：ｋg/10a）

体系ＡＢＣＤＥＦ

夏作ﾛー ｽ､､グラスキ､､ﾆｱゲﾗｽｿﾙｊｒムｿﾙｶ､､ムﾄｳﾓﾛｺｼﾄｳﾓﾛｺｼ
項目冬作ｲﾀﾘｱﾝｲﾀﾘｱﾝイタリアン二条大麦ｲﾀﾘｱﾝ二条大麦
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510４５１９４３９９０１，１４３９６３

１２７１，３１７７８４

６３７１，７６８1,727９９０１，１４３９６３

9991,024９７４４９２1,091４３９

２３５４２５４３８５６１，２９７１，３２７

９０１，０７４

１１３１，６１６５４３８５６１，２９７１，３２７

873９０８９０２６６０９４７８６７

494４５０４５７５０８

1，３６７１，３５８1,358６６０ 1,455８６７

飼料作物合計4,1165,7664,6022,9984,9863,596

２
年 水稲玄米重５２５５４２５０２５１８５２９５２９

収穫期：６３年冬作１年５月８日

1年夏作ﾛー ｽ､､､ｷ､､ﾆｱー 1年８月９日､10月16日、ｿﾙｶv,ムー９月１日、
ﾄｳﾓ0ｺｼー ９月22日

1年冬作ｲﾀﾘｱﾝｰ2年４月23日、５月28日二条大麦－２年５月８日
第２表土壌の化学性及び物理性

項目

層位調査時期
全窒素全炭素

％

塩基可給態

飽和度りん酸
容積重粗孔隙

透水

係数

％％％、g/10088/100ｃｃ％cnl/seｃ
０１作後０．２０

２作後０．１７

1５４作後０．１６

cｍ水稲後０．１４

1５１作後０．１７

２作後０．１６
2６４作後０．１５

cｍ水稲後０．１２

２
１
１
１
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１
０
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●
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●
●
●
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２
７
３

０
９
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０
９
２
９

９
９
２
９

52.3１１．６１３４７．３３×１０‐

59.9２０．８１３４９．１１×１０

６８．５１２．１１３０１０．９１×１０

５４．０１１．１１４２４．２３×１０

５

４
３
６

－
一
一

－ ９．６１４３６．８６×１０‐

70.5１６．２１２６１２．１４×１０‐

94.0１４．８１５０５．８２×１０‐

73.5１１．７１４９５．４３×１０

６
４
３

－６

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点
１畑地化することにより土壌有機物の分解が進み、全窒素、全炭素含量が

減少するため、地力の維持、増進のために堆肥の適正施用を行う。

２後作水稲は、全般的に生育過剰になりやすいので８月上旬頃の生育診断
により穂肥の時期や量を決定する。

Ⅵ今後の研究上の問題点

２年型輪作体系導入による雑草の抑制と地力の維持向上

Ⅶ資料名２年度福岡県農業総合試験場畜産研究所試験成績書


